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これまで船舶海洋工学科コースの中で船を造りだ

すことを中心に講義を受けてきたが、造りだされた船

達がどこで？どうやって？その一生を終えるのかは

全くと言って良いほど知らない。 

船はどんな最後を迎えるのか。 

 

 

あらすじ 

・船の解体 

十数年前まで船の解体は日本で行われていたが、

人件費の安さや高い危険性などの理由により、近年

解体作業はインドやバンクラディッシュと言った

途上国で行われるようになっている。 

その作業は大変

大雑把で干満の差

を利用して船体を

海岸に故意に座礁

させて、そのまま、



その場所で人力やダ

イナマイトによる爆

破で解体作業が行わ

れる。しかも作業員は

ボロ布を着ているの

みで素手・素足で、鉄や塗料の粉塵、残留化学物質

にまみれながらの作業をしているため作業員や周

辺住民の健康被害、周辺の環境被害が懸念される

（１日１隻・犠牲者１人）。 

・船の墓場 

現役を退いた船の一部は解体されずに世界の何

処かに移送され放置されるものや海底に沈められ

るものがある。 

 そこには主に経済問題、アスベスト等の残留化学

物質に関する問題、法律などが絡んでいる。 

 放置され朽ち果てるのを待

つ船が多く存在する地域あり、

永久に続きそうな錆と腐敗の



風景を比喩して「船の墓場」と呼

ぶが、そういった地域が世界中に

多く散在していることが問題に

なっている。 

 海底に沈められるものは船体が巨大なためにそ

の海域に大きな影響を与えるが、米国のリゾート地

では故意に不要になった戦艦を沈めて魚の棲みか

としてダイビングスポットに利用しているところ

もある。 

・環境問題 

先にも少し触れたように船舶の解体、放置、海底

放棄によって生じる環境問題は塗料（ＰＣＢ）・重

油等の残留化学物質、スクラップの健康被害、景観

問題、災害安全性、生態系への影響がある。 

また数十～数百年という長い目で環境問題を捉

えると見えてくるのがＦＲＰ製の漁船である。なぜ

ならＦＲＰは朽ちないのだ。加工しやすく安くて丈

夫なＦＲＰ船は放置されれば半永久的にその醜態



をさらし続けることになる。 

船による環境問題を取り扱う法律としては主に

産業廃棄物に関する法律が関係するようだ。 
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